
神奈川県内には、優れた技術やノウハウを保有する事業者が多く存在します。
今回は、会社の機密情報が狙われて海外へ流出するケースについて紹介します。

▼ SEAGULL事務局（外事課内） ▼
〒231-8403 横浜市中区海岸通２丁目４番 神奈川県警察本部

相談窓口 Email ： seagull@police.pref.kanagawa.jp

産業スパイの はすぐそこに！
自分の会社は大丈夫だと思っている人は 要注意
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「秘密保持契約（NDA）の締結」、「情報セキュリティ教育の実施」等により、営業秘密を「持ち出そうという
考えを起こさせない」対策をするとともに、社員とのコミュニケーションを図り、情報流出につながる「兆し」に
早く気付くことが重要です。
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上記のケースのような不正行為におよぶ社員には、
「会社の待遇等に不満」 「借金により生活が困窮」 「競合他社への転職を希望」 等

の動機があり、自分の行為を正当化して営業秘密を持ち出すこともあります。

各事業者は、「やろうと思えばできる」、「上手くやれば見つからない」と思わせる職場環境の改善
等、不正行為が行われる機会を生まない対策をすることが重要です。
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